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目白大学

人間学部

心理カウンセリング学科

広げよう 児童虐待防止の輪

目白初から目白発へ
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「目白初から目白発へ」の「発」の意味

・ 学内のゼミ生で知識を独占するのではなく、

地域に情報を発信すること

・ 学内から学外へと活動範囲を広げること

・ 学園祭や街頭配布という既存の方法から啓発予防を効果的に

進めるため、学生が創意・工夫し活動を発展させていくこと

・ 学生がプロジェクトに取り組むことで、自分自身の

社会人基礎力も発達していくこと

発信

発展

発進

発達

・ 学び、経験

・ 新たな場所

・ 活動の発展

・ 学生の成長

発信

発展

発進

発達
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Twitterのガイドラインを作成

昨年度

1.Twitterを活用する目標設定

2.ターゲットの明確化 3.運用ルールの作成

ガイドラインの内容

Twitterでの啓発活動

1.活動ツイート

オレンジャーの行った学園祭やクリスマス会など、

オレンジリボン運動の活動について

2.定期ツイート

3.不定期ツイート

季節や社会のトレンド

活動の中で感じたこと、児童虐待のニュース
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活動の柱
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課題

もっとたくさんの人に知ってほしい！

◼ オレンジャーだけでは、発信範囲に限界が・・・
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新型コロナウイルス感染症

外出自粛による活動困難

児童虐待相談件数は増加

新型コロナウイルス感染症

外出自粛による活動困難

児童虐待相談件数は増加
啓発活動がより一層必要
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• 昨年度浮かび上がった課題の解決

• 外出自粛の中でもできる啓発活動

児童虐待防止推進月間 11月

ウィズコロナ社会における

Twitterを使った啓発活動
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プロジェクト実行にあたり

a. 行動計画書を作成

1. Twitterのフォロワーに児童虐待に関する情報を発信

2. Twitterのアカウントを相互連携し、共有する

3. 新規フォロワーを獲得する

4. オレンジリボン運動を行っている仲間のネットワーク構築

目的
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＃オレンジリボンでつながろう

ハッシュタグの決定

◼団体同士が繋がり、共に活動していけるよう

◼オレンジリボン運動の輪が広がること

込められた願い

参加団体

参加依頼

72団体

参加協力

7団体

児童虐待防止ネットワーク
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◼ オレンジャーのフォロワー

◼ 参加団体とそのフォロワー

ツイート対象者

ツイート内容の検討

注目していただける内容になるようには…！

1 2 3 4 5

1 2 3  4 5 6 7

9 10 11 12    13  14

15 16 17       18                   19                   20                   21

23 24                    25                  26                   27                   28

29 30          
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1日

ツイート開始 11 2020
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スタート
ツイート

児童虐待の
定義

児童虐待の
現状

市民集会の
紹介

定期
ツイート

市民集会の
ツイート

オレンジリボ
ンマーク

参加校の紹
介

ゼミ論文の
紹介

定期
ツイート

（ツイートの
確認）

支援機関に
ついて

養育者への
情報

ゼミ論文の
紹介

定期
ツイート

児童虐待事
例紹介

189の紹介 定期
ツイート

（ツイートの
確認）

終了ツイート

1 2 3 4 5

1 2 3  4 5 6 7

9 10 11 12    13  14

15 16 17       18                   19                   20                   21

23 24                    25                  26                   27                   28

29 30          
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ツイートのスケジュール

ツイート例

キャロちゃん
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目標：仲間同士のネットワーク構築

ツイート以外に行ったこと

いいね・RTの検討

オレンジャーとして紹介・共有してもいいか

chat
５人以上が賛成 実行

⚫参加団体のツイート

⚫＃オレンジリボンでつながろう

いいね・RTを行いたいか

いいね・RTの検討
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プロジェクトの効果検証

• ツイートの表示回数

• ツイートに対する反応数

• アカウントのクリック数

2019年11月 2020年11月比較

増加 !!

223
502

ツイートに対する反応数
（2倍以上）

参加団体とネットワークを構築

増加 多くの人々に情報共有

23

24



13

参加団体同士の
ネットワーク構築

による
情報の拡散

RT

プロジェクトの結果

啓発力 興味・関心

啓発効果や感想 ・ 意見

• 増加したフォロワーからの「いいね」を獲得

• さまざまな人にOR運動を知ってもらえた

• 他団体のツイートで新たな発見ができた

• 「ツイートによる啓発活動+参加団体で行える

イベント」があるとより盛り上がるのではないか

参加団体へのアンケート結果
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今後の課題

ツイート内容の魅力の向上

◼ キャラクターの写真を添えたほうが関心が高い傾向

課題Ⅰ

来年度

• 写真を取り入れる

• 積極的に工夫
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ネットワークの拡大

課題Ⅱ

◼ さらにTwitterを活かすには、多くの団体との協力が必要

来年度

• 多くの団体と協力し、ネットワークを拡大

• より多くの情報を発信

目白初から目白発へ

今年度の結果
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新型コロナウイルス感染症

学園祭での発信

発信

ツイートを継続し、多くの人に発信

・
・
・

Twitterによる啓発活動の 推奨

◼昨年度

◼今年度

7団体とのネットワーク化を 実践

発進

学生によるOR運動全国大会（報告会）
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発展

ウィズコロナ社会における
啓発活動

7団体と実践

多くの人に情報を発信

発達

Twitterでプロジェクトを立ち上げる

ウィズコロナ社会での困難を打破

ゼミ生個人が 発達
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私の場合

➢ 行動計画書の作成時、積極的に意見を出した

➢ 先を見通し、11月のスケジュールを作成

発達

指示待ち 自ら行動

?

!!

オレンジャー＠目白大学

@oranger_mejiro

気になった方は是非、フォローよろしくお願いします！
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ご清聴ありがとうございました。

Fin.
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